
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

米
国
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ア
ル
バ
カ
ー
キ
市
で
稼
働
し
た
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
実
証
施
設
の
「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」

Ｅ
Ｖ
用
急
速
充
電
器

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
Ｍ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
Ｒ
　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
　
２
０
１
１
、日
産
自
動
車

次世代エネルギーシステムに係わる国際標準化に
関する研究会で特定された の重要アイテム

１ 送電系統広域監視制御システム 定置用蓄電システム

２ 系統用蓄電池最適制御 蓄電池モジュール

３ 配電用蓄電池の最適制御 車載用蓄電池の残存価値評価方法

４ ビル 地域内の電池の最適制御 ＥＶ用急速充電器 車両間通信

５ 蓄電池用高効率パワーコンディショナー ＥＶ用急速充電器用コネクター

６ 配電自動化システム ＥＶ用急速充電器本体設計

７ 分散型電源用パワーコンディショナー 車載用リチウムイオン電池安全性試験

８ 配電用パワーエレクトロニクス機器 車両 普通充電インフラ間通信

９ デマンドレスポンスネットワーク インフラ側からのＥＶ用普通充電制御

ＨＥＭＳ メーター用広域アクセス通信

ＢＥＭＳ メーター用近距離アクセス通信

ＦＥＭＳ ＡＭＩシステム用ガス計量部

ＣＥＭＳ メーター通信部と上位システムとの認証方式

ア
イ
テ
ム
標
準
化
作
業
着
々

新
興
国
、
エ
ネ
消
費
抑
制
を
促
進

米
国
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ア
ル
バ
カ
ー
キ
市
で
稼
働
し
た
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
実
証
施
設
の
蓄
熱
槽
」

　
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
を
調
整
す
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力

網

の
市
場
が
世
界
各
地
で
生
ま
れ
て
い
る
。
新
興
国
で
は
増
大
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
抑
制
、
先
進
国
で
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
や
地
域
内
で
の
電
力
融
通
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
創
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
で
先
進
的
な
技
術
を
持
つ
日
本
企
業
に
と
っ
て
海
外
市
場
は
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
。
研
究
・
開
発
が
進
ん
だ
日
本
企
業
は
い
つ
で
も
実
用
化
で
き
る
準
備
を
整
え
た
。
同
時
に
、
海
外
展
開

を
支
え
る
標
準
化
戦
略
も
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

先
進
国
、
再
エ
ネ
導
入
で
期
待

日本企業、世界各地でビジネスチャンス

国際標準規格発行既に成果メーター用近距離アクセス通信

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ７月３１日 火曜日 　　

　
２
０
１
２
年
５
月

日
に

米
国
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ア

ル
バ
カ
ー
キ
市
で
最
新
鋭
の

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
実
証
施

設
が
稼
働
し
た
。
太
陽
光
発

電
、
燃
料
電
池
な
ど
３
種
類

の
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
と
蓄

電
池
な
ど
二
つ
の
蓄
エ
ネ
ル

ギ
ー
装
置
を
備
え
た
商
業
施

設
で
、
発
電
量
や
地
域
の
電

力
需
要
に
応
じ
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
が
で
き
る
。
ま
た
電

力
会
社
か
ら
の
電
力
供
給
が

途
絶
え
て
も
自
家
発
電
だ
け

で
商
業
施
設
を
営
業
で
き
る

自
立
運
転
も
可
能
だ
。建
設

し
た
の
は
清
水
建
設
を
中
心

と
す
る
日
本
企
業
グ
ル
ー

プ
。新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ

の
事
業
委
託
を
受
け
て

建
設
し
、運
転
も
担
当
す
る
。

　
実
証
運
転
で
各
機
器
の
連

携
な
ど
を
検
証
し
、
ス
マ
ー

ト
ビ
ル

次
世
代
環
境
ビ

ル

の
実
用
化
を
目
指
す
。

も
う
一
つ
の
狙
い
が
国
際
標

準
化
だ
。
実
証
の
現
地
パ
ー

ト
ナ
ー
と
連
携
し
、
実
際
に

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
運
用

し
な
が
ら
標
準
化
で
き
る
内

容
を
探
る
。
実
証
成
果
か
ら

国
際
電
気
標
準
会
議

Ｉ
Ｅ

Ｃ

な
ど
に
標
準
化
を
提
案

し
た
時
、
は
じ
め
か
ら
賛
同

者
が
い
る
状
況
な
の
で
標
準

化
さ
れ
や
す
い
。

　
標
準
化
は
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
事
業
を
海
外
展
開
す
る

上
で
欠
か
せ
な
い
キ
ー
ワ
ー

ド
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
は
太
陽

光
発
電
や
蓄
電
池
と
い
っ
た

個
々
の
技
術
・
設
備
だ
け
で

は
成
り
立
た
な
い
。
各
技
術

・
設
備
を
ま
と
め
た
イ
ン
フ

ラ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
、

各
技
術
・
設
備
が

つ
な
が

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
つ

な
げ
る

方
法
が
設
備
メ
ー

カ
ー
で
違
う
と
ス
マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド
は
実
現
し
な
い
。

　
ま
た
国
や
地
域
で
ル
ー
ル

が
異
な
る
と
、
海
外
展
開
す

る
企
業
に
と
っ
て
は
技
術
・

設
備
を
現
地
の
ル
ー
ル
に
合

わ
せ
て
作
り
直
す
必
要
が
あ

り
、
手
間
と
コ
ス
ト
が
か
か

る
。
こ
の
た
め
ど
こ
で
も
、

ど
の
技
術
・
機
器
と
も
接
続

で
き
る
ル
ー
ル
と
し
て
標
準

化
が
求
め
ら
れ
る
。

　
経
済
産
業
省
は

年
１
月

に
「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に

関
す
る
国
際
標
準
化
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
公
表
し
た
。
経

産
省
が

年
８
月
に
「
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に

係
わ
る
国
際
標
準
化
に
関
す

る
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
て

検
討
し
た
結
果
だ
。
こ
の
中

で
日
本
企
業
の
海
外
展
開
に

不
可
欠
な
標
準
化
項
目
を
検

討
し
、
標
準
化
す
べ
き
「

の
重
要
ア
イ
テ
ム
」
を
特
定

し
た
。
現
在
、
各
ア
イ
テ
ム

に
関
わ
り
が
深
い
業
界
団
体

や
企
業
が
中
心
と
な
り
、
国

際
標
準
化
作
業
を
進
め
て
い

る
。

　
進
捗
状
況
を
見
る
と
、

ち
ょ
く

し
んア

イ
テ
ム
の
一
つ
で
あ
る

分
散
型
電
源
用
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

電
力
調
整

装
置

は

年
度
に
標
準
仕

様
が
策
定
さ
れ
た
。
現
在
、

国
際
標
準
化
す
る
方
法
を
検

討
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
エ
ネ

ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ

で
は
家
電
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
接
続
す
る
「
エ

コ
ー
ネ
ッ
ト
」
規
格
を
簡
素

化
し
た
「
エ
コ
ー
ネ
ッ
ト
ラ

イ
ト
」
を
策
定
し
、
７
月
末

ま
で
に
Ｉ
Ｅ
Ｃ
に
規
格
書
を

提
出
し
た
。
同
規
格
は
日
本

の
家
電
業
界
が
組
織
す
る
エ

コ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
が
作
っ
た
。
メ
ー
カ
ー
が

違
う
家
電
同
士
で
も
ネ
ッ
ト

で
つ
な
げ
て
一
元
管
理
で
き

る
。
家
電
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
の
監
視
や
、
テ
レ
ビ

画
面
で
他
の
部
屋
の
エ
ア
コ

ン
の
温
度
を
変
え
る
な
ど
Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
た
め
の
基
本
的
な

規
格
と
な
る
。
正
式
に
決
ま

れ
ば
日
本
発
の
国
際
標
準
と

な
る
。

　
街
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
わ
れ
た
方
を
最
適
化
す
る

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス

テ
ム

Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

で
は
、

経
産
省
が
実
施
し
て
い
る

「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社

会
シ
ス
テ
ム
実
証
事
業
」
の

成
果
を
反
映
さ
せ
る
。
実
証

は
横
浜
市
な
ど
４
都
市
で
、

電
機
や
Ｉ
Ｔ
、
自
動
車
、
流

通
、
商
社
な
ど
さ
ま
ざ
ま
企

業
が
参
加
し
て
い
る
。
実
証

を
通
し
て
４
都
市
で
共
通
仕

様
を
開
発
し
、
国
際
標
準
化

す
る
方
針
。
実
証
は
広
範
に

及
ぶ
た
め
企
業
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
標
準
化
内
容

を
選
ぶ
。

　
東
日
本
大
震
災
後
の
電
力

不
足
で
需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
定
置
用
蓄
電
シ
ス
テ
ム
は

認
証
基
準
を
検
討
中
。
蓄
電

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
Ｉ
Ｅ
Ｃ
で

産
業
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
の
安
全
性
と
評
価
に
関
す

る
規
格
と
し
て
検
討
が
始
ま

っ
て
い
る
。

　
資
源
枯
渇
や
地
球
温
暖
化

対
策
と
し
て
も
普
及
が
見
込

ま
れ
る
電
気
自
動
車

Ｅ

Ｖ

に
関
連
す
る
急
速
充
電

器
、
車
両
間
通
信
、
コ
ネ
ク

タ
ー
、
充
電
器
本
体
設
計
も

Ｉ
Ｅ
Ｃ
で
審
議
さ
れ
て
い

る
。
日
本
が
規
格
化
し
た
Ｅ

Ｖ
の
急
速
充
電
器
接
続
部
規

格
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
ｄ
ｅ
Ｍ
Ｏ
」
と

欧
州
規
格
と
の
標
準
化
争
い

が
注
目
さ
れ
て
い
る
分
野

だ
。
コ
ネ
ク
タ
ー
の
形
状
の

違
い
に
関
心
が
集
ま
り
が
ち

だ
が
、
電
力
系
統
や
蓄
電
池

か
ら
安
全
に
Ｅ
Ｖ
に
充
電
で

き
た
り
、
Ｅ
Ｖ
複
数
台
が
一

斉
に
充
電
を
始
め
た
時
の
電

力
系
統
の
負
荷
を
な
く
す
と

い
っ
た
使
用
上
の
規
格
が
重

要
と
の
指
摘
も
あ
る
。
そ
の

場
合
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
側

と
系
統
を
管
理
す
る
電
力
会

社
側
の
ど
ち
ら
が
主
導
権
を

握
る
の
か
も
注
目
点
だ
。
標

準
化
の
議
論
が
複
数
の
業
界

に
ま
た
が
る
の
は
、
い
く
つ

も
の
技
術
・
機
器
を

つ
な

げ
る

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

な
ら
で
は
と
言
え
そ
う
だ
。

　
車
載
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
安
全
性
試
験
、
車
両
・

普
通
充
電
イ
ン
フ
ラ
間
通
信

の
標
準
化
は
、
国
際
標
準
化

機
構

Ｉ
Ｓ
Ｏ

で
審
議
さ

れ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー

通
信
機
能
付
き
の
電

力
量
計

に
関
連
す
る
メ
ー

タ
ー
用
近
距
離
ア
ク
セ
ス
通

信
に
つ
い
て
は
「
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

８
０
２
・

・
４
ｇ
」
と
し

て
３
月
に
国
際
標
準
規
格
が

発
行
さ
れ
、
既
に
成
果
を
上

げ
て
い
る
。

　
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス

Ｄ
Ｒ

需
要
応
答

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
Ｉ
Ｅ
Ｃ
で
審
議

が
始
ま
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ｒ
は

地
域
の
電
力
需
要
が
発
電
量

を
超
え
そ
う
に
な
っ
た
時
、

ビ
ル
や
家
庭
な
ど
需
要
家
に

電
力
使
用
を
控
え
る
よ
う
に

呼
び
か
け
る
信
号
を
発
し
た

り
す
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

の
中
核
機
能
。
天
候
次
第
で

発
電
量
が
変
わ
る
風
力
や
太

陽
光
発
電
の
大
量
導
入
を
支

え
る
機
能
と
し
て
も
重
要
な

役
割
を
担
う
。
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
委

員
会
「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
」
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
「
パ
ワ
ー
デ
マ
ン
ド
レ
ス

ポ
ン
ス
」
が
設
立
さ
れ
、

年
２
月
に
第
一
回
会
合
が
開

か
れ
た
。

　
経
産
省
が
「

の
重
要
ア

イ
テ
ム
」
を
公
表
す
る
前
か

ら
Ｉ
Ｅ
Ｃ
な
ど
で
標
準
化
の

議
論
が
始
ま
っ
て
い
た
項
目

も
多
い
。
Ｄ
Ｒ
も
そ
の
一
つ

だ
。
日
本
は
既
存
の
議
論
に

参
加
し
、
日
本
企
業
の
不
利

益
に
な
ら
な
い
よ
う
に
対
応

す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
。

　
重
要
ア
イ
テ
ム
に
上
げ
な

が
ら
具
体
的
な
進
捗
の
な
い

項
目
も
あ
る
。
例
え
ば
ビ
ル

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

、
工
場
エ
ネ

ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｆ

Ｅ
Ｍ
Ｓ

だ
。
こ
れ
ら
も
他

国
の
提
案
で
日
本
企
業
に
不

利
益
に
な
る
標
準
化
提
案
が

出
さ
れ
な
い
か
関
心
を
払
っ

て
い
る
。

　

の
重
要
ア
イ
テ
ム
を
公

表
し
た
当
初
、

年
１
月
ま

で
に
国
際
標
準
化
の
成
果
を

上
げ
る
目
標
を
掲
げ
て
い

た
。
実
際
に
は
Ｉ
Ｅ
Ｃ
に
提

案
か
ら
標
準
化
規
格
が
発
行

さ
れ
る
ま
で
３
年
ほ
ど
か
か

る
た
め
、
実
現
は
難
し
い
。

現
在
は
必
ず
し
も
目
標
に
こ

だ
わ
ら
ず
に
必
要
な
標
準
化

の
作
業
を
着
実
に
進
め
て
い

る
状
況
。
ま
た
経
産
省
で
は

削
除
や
追
加
と
い
っ
た
重
要

ア
イ
テ
ム
の
見
直
し
も
検
討

し
て
い
る
。


